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中長期経営ビジョンならびに中期３か年事業計画策定に関するお知らせ 

 

 

当社は、2024 年度から 2032 年度までの中長期経営ビジョン「TECHNO RYOWA 2032」ならびに 2024 年度

から 2026 年度までの中期３か年事業計画について、添付の通り策定いたしましたのでお知らせいたします。 

 
 

以 上 



TECHNO RYOWA 2032
2024年度（76期） ～ 2032年度（84期）

中長期経営ビジョン



当社グループの企業理念
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経営理念

 「空気と水のテクノロジー」を通じて環境にやさしい生活空間の創造を目指す。

 環境エンジニアリングを中核事業とし、ひろくお客様から「信頼」される企業を目指す。

 人材の育成・教育を重視し働き甲斐のある企業を築き、社会に貢献する。 

2007年11月28日制定

行動規範三訓

 逞しい心身の鍛練

 意志疎通の徹底

 技術力の研鑚



中長期経営ビジョン2023 2015年度（67期）～ 2023年度（75期）

【中長期的に当社グループの目指すもの】

2023年(75期)までに 連結売上高 ６５０億円、経常利益 ２６億円を達成し、

ＲＯＥ ５％以上を目指す ⇒ 目標達成！
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（単位：億円）
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基本方針

【中長期経営ビジョン2023】基本方針

➀規模の拡大だけに捉われず、当社で培った特色のある技術を駆使した事業展開を目指す

➁継続的に成長するためお客様への付加価値を向上させ、リピート率の高い経営基盤を確立する

③ＡＳＥＡＮ市場を収益源の一つとして認識し、ターゲットを絞った市場へ積極的に投資する

④一人ひとりの社員を輝き成長させるための社員教育と、採用も含め人的資源へ継続的に投資する

【TECHNO RYOWA 2032】基本方針

➀急な拡大は求めず、品質の高い仕事を一つひとつ積み上げて着実に成長するよう事業を展開する 【成長】

➁社員教育と採用を含めた人的資本、研究開発、ＤＸ関連、ブランド力向上に積極的に投資する 【投資】

③ＥＳＧ経営を推進し、企業市民としての責務を果たすとともに広く社会に貢献する 【ＥＳＧ】
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基本方針➀ 成長戦略

１．急激な規模の拡大は目指さず、品質の高い仕事を積み上げて着実に成長する。

２．主力分野である産業用空調設備の設計施工を中心に、産業設備工事と一般ビル

設備工事、官公庁工事と民間工事、国内案件と海外案件など、バランスのとれた

受注を推進する。

３．品質の維持向上と安全の確保が重要な課題であることを認識し、技術系社員の

採用と教育に重点を置く。

４．景気の冷え込みに備え、既存客先への継続営業だけではなく、新規顧客の開拓や

休眠顧客の掘り起し、Ｍ＆Ａも含めた新規事業領域の探索に注力する。

５．海外に関して、インドネシアでの足場を固めるとともに、若手社員の海外ローテーション勤務

の再開と海外からの研修生受け入れで将来に向けた布石を打つ。
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成長戦略 数値目標（連結）

2032年度までに

売上高  １,０００億円

経常利益      ７０億円

ＲＯＥ      １０％以上

ＰＢＲ    １.０倍以上

従業員数  １,０００人以上

を目指す
6



基本方針➁ 投資戦略

１．社員教育や採用活動に集中的に投資して人的資本の充実を図る。

２．お客様のニーズに応える最適な環境システムの提供を目指すため、研究開発に継続的に

      投資する。

３．作業の効率化、人手不足の解消、基幹システムの刷新、保守・メンテナンス、

      セキュリティ強化を含めＤＸ関連に継続的に投資する。

４．知名度の向上がブランド力のアップ、採用活動の強化、投資家への訴求にも繋がることを

      勘案、2029年度の80周年に向けて広告宣伝への投資を強化する。

５．政策保有株式に関して、持合い先との関係性や保有の意義について更なる見直しを

      行い、段階的に削減する。
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投資戦略 2032年度までの投資計画（累計）

人的投資

研究開発投資

ＤＸ関連投資

政策保有株式削減

１０億円

３０億円

２５億円

５０億円
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基本方針➂ＥＳＧ 非財務項目（テクノ菱和のマテリアリティ） 数値目標

女性管理職比率 10％ 以上

女性技術系職員比率 15％ 以上

有給休暇取得率 80％ 以上

新入社員３年離職率 15％ 未満

男性社員育児休業取得率 100％

新卒採用者数(累計) 200人 以上

１級管工事施工管理技士数 550人 以上

ＧＨＧ（Scope1、2）※

74期(2022年度)比 → 27％ 削減

2032年度までに

政策保有株式 純資産保有比率 ※ 

→ 10％ 未満

E

S

Ｇ

を目指す
※は連結、その他は単体

9



株主への還元

１．当社は、株主への利益還元を経営の最重要課題と認識し、経営基盤の充実を

      図りつつ、期間収益及び配当性向を勘案し、安定して配当を維持することを

      基本方針としている。

２．この基本方針に則り、『TECHNO RYOWA 2032』（2024年度～2032年度）の

    期間中においては１株当たりの年間配当金について前年度の年間配当金を下回ら

      ないこととし、利益の成長に応じて増額することとする。

３．株主還元策のひとつとして『TECHNO RYOWA 2032』の期間中に自社株買い

      並びに自己株式の消却を機動的に実施する。
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以 上



中期３か年事業計画

2024年度（76期） ～ 2026年度（78期）



中長期経営ビジョン 『TECHNO RYOWA 2032』

【成長戦略 】数値目標（連結）

2032年度までに 売上高 １,０００億円

経常利益 ７０億円

ＲＯＥ １０％以上

ＰＢＲ １.０倍以上

従業員数 １,０００人以上 を目指す

【基本方針】

➀急な拡大は求めず、品質の高い仕事を一つひとつ積み上げて着実に成長するよう事業を展開する 【成長】

➁社員教育と採用を含めた人的資本、研究開発、ＤＸ関連、ブランド力向上に積極的に投資する 【投資】

③ＥＳＧ経営を推進し、企業市民としての責務を果たすとともに広く社会に貢献する     【ＥＳＧ】
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中期３か年事業計画 基本方針

１．成長戦略の推進
     急激な規模の拡大は求めずに着実に成長する。

        バランスのとれた受注を推進するとともに将来への布石を打つ。

２．人的資本への投資の促進
        教育制度の見直しと充実を図り、社員教育と採用に重点的に投資する。

３．働き方改革の総仕上げ
品質の維持向上と安全の確保、業務の効率化と生産性の向上を図る。

ＤＸ関連に積極的に投資するとともに全員が業務の見直しと改革に取り組む。

４．ＥＳＧへの取り組みの深化
テクノ菱和のマテリアリティ（重要課題）のＫＰＩの目標達成に邁進する。
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中期３か年事業計画

最終年度 2026年度（78期） 数値目標（連結）

   売上高

経常利益

ＲＯＥ

ＰＢＲ

８１０億円

６０億円

１０％以上

１.０倍以上
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2024年度（76期）～ 2026年度（78期）投資計画（累計）

   人的投資

研究開発投資

ＤＸ関連投資

３億円

１０億円

５億円
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ＥＳＧ 非財務項目（テクノ菱和のマテリアリティ） 数値目標

女性管理職比率     5％ 以上

女性技術系職員比率     10％ 以上

有給休暇取得率       60％ 以上

新入社員３年離職率     15％ 未満

男性社員育児休業取得率 50％ 以上

ＧＨＧ（Scope1、2）※

74期(2022年度)比 → 11％ 削減

ＧＨＧ（Scope3）※ → 算定開始

2026年度（78期）までに

役員報酬の見直し  

→中長期インセンティブとなる株式報酬の導入

政策保有株式 純資産保有比率 ※ 

                             → 20％ 未満

E S

Ｇ

を目指す
※は連結、その他は単体
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○対処方針

・前年度から業績予想の方針を【慎重、保守的】から【精緻、積極的】に転換。今後も継続。

・『TECHNO RYOWA 2032』の期間中（2024~2032年度）は配当金について維持または増配。

株主還元の一環として自社株買い並びに自己株式の消却を機動的に実施。

・役員報酬の見直しを実施し、中長期インセンティブに繋がる株式報酬制度を導入。（予定）

・知名度アップのため、広報宣伝活動を段階的に拡大。

・政策保有株式について2023年度から段階的な削減に着手。

『TECHNO RYOWA 2032』および中期３か年事業計画において削減目標を設定。

資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応

○市場の評価について（取り組むべき課題）

・慎重かつ保守的な業績予想

・株主還元

・知名度

・政策保有株式の固定的な継続保有
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以 上
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